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1　かながわ商店街・おみせ新聞 平成30年2月号 No.369

4話題
久里浜商店街（協）が御用聞きと配達
事業に加え、移動販売もスタート

4商 店 街 新しく広く開かれた商店会に
戸塚宿ほのぼの商和会（横浜市戸塚区）

5お 店 焙煎アトリエ コレト（川崎市高津区）
だるま屋京染店（平塚市）

8人 物 内藤和美会長（座間市）
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神奈川県信用金庫協会

【
商
店
街
部
門
】

大
　
賞

■
伊
勢
原
駅
前
中
央
商
店
会
（
伊
勢
原
市
）

《
通
り
に
名
称
を
つ
け
P
R
を
強
化
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
も
取
り
組
む
》

小
田
急
線
伊
勢
原
駅
北
口
に
広
が
る
半
円
型
の

商
店
街
で
、
大
山
観
光
の
玄
関
口
で
あ
り
シ
ー
ズ

ン
中
は
多
く
の
観
光
客
で
賑
わ
う
。
平
日
は
通
勤

通
学
等
で
地
域
住
民
が
来
訪
す
る
た
め
、
市
内
外

の
お
客
様
に
広
く
対
応
で
き
る
商
店
街
と
し
て
発

展
し
て
き
た
。

平
成
15
年
に
は
、商
店
街
の
一
つ
の
通
り
を「
竜

神
通
り
」
と
命
名
し
、
年
に
数
回
歩
行
者
天
国
に

し
て
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
る
。
夏
祭
り
や
ハ

会
」
の
中
で
、
第
6
回
か
な
が
わ
商
店
街
大
賞
授

賞
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

栄
え
あ
る
大
賞

の
商
店
街
部
門
は

伊
勢
原
市
の
伊
勢

原
駅
前
中
央
商
店

会
が
受
賞
、
大
型

店
部
門
は
伊
勢
丹

相
模
原
店
が
受
賞

し
、
黒
岩
祐
治
知

事
よ
り
表
彰
状

を
授
与
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
準
大

賞
の
本
鵠
沼
商
店

街
協
同
組
合
と
、

特
別
賞
の
三
ツ
境

駅
前
商
店
会
と
野

庭
団
地
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー 

セ
ン
タ
ー
会
に
つ

い
て
は
岡
野
誠
一

実
行
委
員
長
（
商

連
か
な
が
わ
会

長
）
よ
り
表
彰
状

の
授
与
を
行
い
ま

し
た
。

か
な
が
わ
商
店
街
大
賞
実
行
委
員
会
は
、
1
月

9
日
に
県
民
共
済
プ
ラ
ザ
ビ
ル
・
メ
ル
ヴ
ェ
ー
ユ

に
て
「
商
連
か
な
が
わ
平
成
30
年
新
年
賀
詞
交
歓

商
店
街
部
門
は
、伊
勢
原
駅
前
中
央
商
店
会

大
型
店
部
門
は
、伊
勢
丹
相
模
原
店受賞された商店街のみなさんと黒岩知事、佐藤県議会議長
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を
活
用
し
、
活
性
化
に
向
け
て
会
合
を
定
例
化
す

る
こ
と
か
ら
始
め
て
、
各
種
の
商
店
主
向
け
講
座

を
行
っ
た
り
、
商
店
街
プ
ロ
レ
ス
等
の
集
客
イ
ベ

ン
ト
を
実
施
し
て
い
る
。

特
に
地
域
住
民
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
て

意
見
を
取
り
入
れ
、
広
場
に
テ
ー
ブ
ル
と
椅
子
を

設
置
す
る
な
ど
、
一
つ
ひ
と
つ
出
来
る
こ
と
か
ら

取
り
組
ん
で
い
る
。

小
規
模
な
商
店
会
で
あ
り
な
が
ら
、
明
確
な
ビ

ジ
ョ
ン
と
計
画
を
立
て
て
着
実
に
取
組
み
を
実
現

し
て
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
。

【
大
型
店
部
門
】

大
　
賞

■
伊
勢
丹
相
模
原
店
（
相
模
原
市
南
区
）

《
共
通
カ
ー
ド
や
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
で
、

商
店
会
と
一
緒
に
地
域
を
盛
り
上
げ
る
》

小
田
急
線
相
模
大
野
駅
前
に
立
地
す
る
伊
勢
丹

相
模
原
店
は
、
地
元
の
相
模
大
野
駅
周
辺
商
店
会

連
合
会
と
連
携
し
、
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
「Sagam

i 
Ono Point Card

」に
参
加
し
て
い
る
。
双
方
の
店

舗
で
の
買
い
物
で
付
与
さ
れ
る
ポ
イ
ン
ト
は
、
商

店
会
の
み
で
使
用
で
き
、
街
全
体
に
お
客
様
を
還

流
さ
せ
る
画
期
的
な
仕
組
み
で
あ
る
。
失
効
ポ
イ

ン
ト
は
相
模
大
野
の
子
育
て
支
援
な
ど
に
使
わ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、同
店
の
貢
献
度
は
高
い
。

ま
た
、
同
様
に
商
店
会
と
連
携
し
て
つ
く
る
地

域
情
報
紙
「
ま
る
ご
と
オ
ー
ノ
」
の
発
行
や
、
商

店
会
主
催
の
手
作
り
品
販
売
イ
ベ
ン
ト
「
相
模
大

野
ア
ー
ト
ク
ラ
フ
ト
市
」
へ
の
会
場
提
供
な
ど
も

行
っ
て
お
り
、
地
域
を
商
店
会
と
一
緒
に
盛
り
上

げ
て
い
く
同
店
の
体
制
が
評
価
さ
れ
た
。

リ
ジ
ナ
ル
商
品
を
開
発
・
販
売
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
「
本
鵠
沼
は
す
池
通
り
物
語
」
を
毎
週
土
曜
日

に
実
施
し
続
け
て
い
る
。

58
店
舗
ほ
ど
の
小
さ
な
商
店
街
で
あ
り
な
が

ら
、
ス
ト
ー
リ
ー
性
の
あ
る
活
動
を
き
ち
ん
と
継

続
し
、
普
段
か
ら
の
ぼ
り
を
立
て
て
統
一
感
を
出

し
、
ブ
ラ
ン
ド
を
し
っ
か
り
打
ち
出
し
て
い
る
。

特
別
賞

■
三
ツ
境
駅
前
商
店
会
（
横
浜
市
瀬
谷
区
）

《
聴
覚
障
害
の
あ
る
方
に
向
け
た

先
進
的
な
取
り
組
み
》

相
鉄
線
三
ツ
境
駅
南
側
に
隣
接
す
る
商
店
街

で
、
地
域
の
白
姫
神
社
と
連
携
し
た
繭
玉
モ
チ
ー

フ
の
グ
ッ
ズ
の
開
発
・
販
売
や
、
マ
ス
コ
ッ
ト
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー「
ミ
ッ
ク
ル
」
を
使
っ
た
商
店
街
の

P
R
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

特
に
、
聴
覚
障
害
の
あ
る
方
に
や
さ
し
い
街
と

し
て
本
年
度
か
ら
「
ミ
ッ
ク
ル
U
D
」
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
始
め
た
。
筆
談
O
K
の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
つ

く
り
31
店
舗
で
実
施
。
聴
覚
障
害
の
あ
る
方
に
対

す
る
接
客
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
整
備
す
る
と
い
う
先
進

的
な
取
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

■
野
庭
団
地
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
会
（
横
浜
市
港
南
区
）

《
団
地
の
中
の
小
さ
な
商
店
会
が

一
歩
、
一
歩
活
性
化
へ
》

港
南
区
野
庭
町
に
広
が
る
野
庭
団
地
の
一
角
に

あ
る
25
店
舗
ほ
ど
の
小
さ
な
商
店
会
。
市
の
事
業

ロ
ウ
ィ
ン
、
大
山
登
山
マ
ラ
ソ
ン
に
合
わ
せ
た
イ

ベ
ン
ト
は
地
元
に
定
着
し
、15
年
も
続
い
て
い
る
。

ま
た
、
最
近
で
は
地
域
の
国
際
交
流
団
体
と
連
携

し
て
、
訪
日
外
国
人
に
和
菓
子
作
り
体
験
や
盆
踊

り
な
ど
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
な
ど
、
様
々
な
商
店

街
の
P
R
を
行
っ
て
い
る
。

「
竜
神
通
り
」を
ブ
ラ
ン
ド
化
し
て
イ
ベ
ン
ト
等

の
活
動
を
継
続
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
て
、
時
代

や
環
境
の
変
化
に
も
適
応
し
て
い
る
こ
と
が
評
価

さ
れ
た
。

準
大
賞

■
本
鵠
沼
商
店
街
協
同
組
合
（
藤
沢
市
）

《
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
は
す
池
通
り
物
語
」
で
商
店
街
を
P
R
》

小
田
急
線
本
鵠
沼
駅
前
に
広
が
る
商
店
街
。
平

成
24
年
か
ら
、
商
店
街
の
近
隣
に
あ
る
「
蓮
池
」

に
ち
な
ん
で
、
れ
ん
こ
ん
を
テ
ー
マ
に
各
店
で
オ
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●神奈川県知事・一般社団法人神奈川県商工会議所連合会会頭表彰（24店舗）
東屋豆腐店／豆腐・油揚げ等加工食品小売業（横浜市都筑区）、酒学工房 川松屋／酒小売業（横浜市南区）、T-Berry
豊田屋／果実・菓子小売業（横浜市戸塚区）、堀江千里堂／印章・ゴム印等小売業（横浜市鶴見区）、松坂屋カバン店／
かばん・袋物小売業（横浜市神奈川区）、ひさまつ花店／花・植木小売業（川崎市川崎区）、栄友堂／時計・眼鏡・光学機
械小売業（川崎市宮前区）、ニコラス洋菓子店／菓子小売業［製造小売］（川崎市麻生区）、肉のハッピー／食肉小売業

（相模原市中央区）、志美津屋／菓子小売業［製造小売］（相模原市緑区）、横須賀シフォン／菓子小売業［製造小売］（横
須賀市）、NOON FLOS ／花・植木小売業（横須賀市）、湘南菊華大飯店／中華料理店（藤沢市）、小田原まると／各
種食料品小売業（小田原市）、ランチ＆ドリンク ぱんのみみ／食堂、レストラン（箱根町）、シャンパン☆ベーカリー
／パン小売業［製造小売］（平塚市）、こばり／他に分類されないその他の小売業（平塚市）、三河屋／菓子小売業［製造
小売］（厚木市）、北鎌倉茶寮 幻董庵／日本料理店（鎌倉市）、BOTCHY BOTCHY ／他に分類されない飲食店（茅
ヶ崎市）、創作和菓子 北原堂製菓／菓子小売業［製造小売］（秦野市）、庄和丸／その他の専門料理店（三浦市）、ブテ
ィック すずき／婦人服小売業（大和市）、ウィンドミル／パン小売業［製造小売］（海老名市）

●神奈川県知事・神奈川県商工会連合会会長表彰（9店舗）
比古ノ家／日本料理店（逗子市）、良辨／菓子小売業［製造小売］（伊勢原市）、田中屋／菓子小売業［製造小売］（二宮
町）、メガネの三洋／時計・眼鏡・光学機械小売業（湯河原町）、中国料理 胡同／中華料理店（座間市）、有限会社 吉野
石油 深谷給油所／ガソリンスタンド（綾瀬市）、レストラン・ラピュタ／食堂、レストラン（愛川町）、秋月堂／菓子
小売業［製造小売］（山北町）、寿嘉／食堂、レストラン（相模原市緑区）、有限会社 スアラシ石油／ガソリンスタンド

（相模原市緑区）

2017「あなたのまちの、いいお店。」34店舗を表彰‼
〜平成29年度神奈川県優良小売店舗表彰〜

平成29年11月24日（金）県庁大会議場において、平成29年度神奈川県優良小売店舗表彰式が開催されました。
この表彰は、県内の地域経済の発展に寄与している中小小売業及び飲食業を営む店舗を表

彰するもので、県と一般社団法人神奈川県商工会議所連合会及び神奈川県商工会連合会との
共催により毎年実施しています。

42回目の今年も、真心尽くしたサービスと味や技が自慢の34店舗を表彰しました。いず
れも個性ある名店ばかりです。

皆様の地元で頑張っている34の店舗を、ぜひ応援してください！
（県のホームページで詳細をご案内しています。）

● 問 い 合 わ せ ●
神奈川県産業労働局中小企業部商業流通課　商業まちづくりグループ

TEL 045（210）5612（直通）
ホームページ：http://www.pref.kanagawa.jp/prs/p1192488.html

商
店
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敬
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略
）

井
　
出
　
正
　
子
長
津
田
商
店
街
協
同
組
合（
横
浜
市
緑
区
）

人
　
見
　
光
　
一
株
式
会
社
角
天（
厚
木
市
）

商
店
街
役
員
会
長
表
彰

秋
　
元
　
千
　
蔵
岸
谷
公
園
通
り
緑
会（
横
浜
市
鶴
見
区
）

小
　
高
　
信
　
一
花
月
園
駅
前
通
り
花
商
会（
横
浜
市
鶴
見
区
）

安
　
藤
　
順
　
康
千
丸
台
商
店
会（
横
浜
市
保
土
ヶ
谷
区
）

高
　
田
　
絋
　
司
富
岡
商
和
会（
横
浜
市
金
沢
区
）

日
　
髙
　
　
　
誠
長
津
田
商
店
街
協
同
組
合（
横
浜
市
緑
区
）

植
　
村
　
穰
　
二
北
久
里
浜
商
店
街
振
興
組
合（
横
須
賀
市
）

中
　
野
　
由
紀
子
プ
チ
モ
ー
ル
ひ
が
し
海
岸
協
同
組
合（
藤
沢
市
）

商
店
従
業
員
等
会
長
表
彰

中
　
島
　
康
　
貴
う
ま
い
も
の
や 

中
座（
横
浜
市
金
沢
区
）

門
　
口
　
教
　
興
有
限
会
社
岸
田
屋
酒
店（
横
浜
市
緑
区
）

岩
　
井
　
宏
　
子
合
資
会
社
竹
内
清
蔵
商
店

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
横
須
賀
上
町
店（
横
須
賀
市
）

原
　
　
　
時
　
久
美
豊
ホ
ン
ダ
販
売
株
式
会
社

ホ
ン
ダ
カ
ー
ズ
横
須
賀
東（
横
須
賀
市
）

商
店
街
特
別
表
彰

六
角
橋
商
店
街
連
合
会 

お
か
み
さ
ん
の
会 

元
気
か
い（
横
浜
市
神
奈
川
区
）

金
沢
文
庫
ふ
れ
あ
い
商
店
街（
横
浜
市
金
沢
区
）

長
津
田
商
店
街
協
同
組
合 

青
年
部（
横
浜
市
緑
区
）

神
奈
川
県
商
店
従
業
員
等
表
彰
は
、
1
月
9
日
に

表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
商
店
街
や
商
店
の
振
興
に
努
め
、
そ
の
実

績
又
は
功
績
が
顕
著
な
商
店
街
役
員
等
を
表
彰
す
る

も
の
で
す
。

式
典
で
は
、
総
勢
13
名
の
商
店
街
役
員
と
商
店
従

業
員
が
表
彰
を
受
け
、
商
店
街
特
別
表
彰
で
は
3
団

体
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

─
─
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
皆
様
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！
─
─

商
店
街
役
員
・

商
店
従
業
員
等
表
彰

〜
総
勢
13
名
と
3
団
体
を
表
彰
〜
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も
喜
ば
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
12
月
の
市
で
は
、

12
事
業
者
が
出
店
。

も
う
一
つ
、
商
和
会
が
毎
月
行
う
の
は
、
地
域

の
道
路
な
ど
の
清
掃
。
揃
い
の
半
纏
姿
の
会
員
た

ち
が
一
斉
に
繰
り
出
し
、
人
々
に
感
謝
さ
れ
て
い

る
。

◎
で
き
る
限
り
顔
を
合
わ
せ
る
機
会
づ
く
り
を

商
和
会
初
の
女
性
会
長
で
あ
る
近
藤
会
長
が
そ

の
工
夫
を
語
る
。
毎
月
開
催
す
る
役
員
会
は
、
定

例
会
と
呼
び
、
役
員
以
外
の
参
加
を
歓
迎
し
て
い

る
と
い
う
。
ま
た
、
会
員
の
親
睦
会
を
隔
月
で
行

っ
て
い
る
が
、
様
々
な
方
に
参
加
し
て
も
ら
え
る

よ
う
、
開
催
日
の
曜
日
と
時
間
を
毎
回
変
え
て
い

る
と
か
。
さ
ら
に
会
員
の
同
伴
者
な
ら
、
外
部
の

人
も
歓
迎
し
て
い
る
と
い
う
。

そ
し
て
、
お
客
様
に
も
「
こ
の
街
の
店
は
人
が

ポ
イ
ン
ト
。
店
主
の
人
柄
を
知
っ
て
、
末
永
く
御

来
店
い
た
だ
き
た
い
」
と
常
々
強
調
さ
れ
て
い
る

と
か
。
熱
い
一
言
で
あ
っ
た
。

（
執
筆
者:

藤
田
直
哉
［
け
い
し
ん
神
奈
川
］）

◎
危
機
意
識
が
心
を
一
つ
に
結
び
つ
け
た

以
前
、
こ
の
エ
リ
ア
内
の
駅
か
ら
徒
歩
数
分
の

地
に
戸
塚
区
役
所
が
あ
っ
た
。
そ
ん
な
こ
と
も
あ

っ
て
、
こ
の
周
辺
の
商
店
は
、
生
活
者
だ
け
で
な

く
、
区
役
所
の
利
用
者
に
も
使
わ
れ
て
い
た
。

十
年
余
前
、
こ
の
区
役
所
の
移
転
計
画
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。
店
舗
経
営
者
た
ち
に
緊
張
感
が
走

っ
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
危
な
い
。
同
じ
立
場
に
あ

る
経
営
者
が
団
結
し
て
、
人
々
の
目
を
こ
ち
ら
に

向
け
さ
せ
る
活
動
を
展
開
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

そ
し
て
、
結
成
さ
れ
た
の
が
当
会
で
あ
る
。

三
年
後
に
は
、
国
道
沿
い
で
結
成
さ
れ
て
い
た

戸
塚
商
和
会
と
合
併
し
、
現
体
制
に
な
っ
た
。

◎
毎
月
の
「
戸
塚
区
民
市
」
は
オ
ー
プ
ン
感
覚
で

当
会
の
活
動
の
一
つ
と
し
て
、
生
活
者
の
人
気

を
集
め
て
い
る
の
が「
戸
塚
区
民
市
」。
毎
月
第
三

土
曜
日
の
十
一
時
三
十
分
〜
十
五
時
に
開
催
さ

れ
、
会
場
の
戸
塚
小
学
校
前
の
路
地
は
賑
わ
う
。

区
民
市
と
オ
ー
プ
ン
な
名
称
に
し
て
い
る
の

は
、
出
店
料
を
払
え
ば
外
部
の
人
で
も
出
店
で
き

る
か
ら
。こ
の
日
の
た
め
に
特
に
準
備
し
た
も
の
、

店
で
作
っ
て
き
た
も
の
、
現
場
で
加
工
す
る
も
の

な
ど
様
々
。
包
丁
研
ぎ
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
な
ど

戸塚宿ほのぼの商和会
事務所所在地　横浜市戸塚区戸塚町 145-6 

奈良ビル 2F NPO 法人こまちぷらす 内
会 員 数　67 店
電話番号　045-410-9860

データ� DATA

に
交
換
、
さ
ら
に
そ
れ
を
「
ブ
レ
カ
ポ
イ
ン
ト
」

に
交
換
し
て
、
買
い
物
に
利
用
で
き
る
）

た
だ
し
前
提
条
件
と
し
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
と
、
対
応
す
る
I
C
カ
ー
ド
読
み
取
り
機
を

保
持
し
、
さ
ら
に
専
用
サ
イ
ト
で
「
マ
イ
キ
ー

I
D
」
を
取
得
す
る
こ
と
等
が
必
要
に
な
り
、
活

用
ま
で
の
ハ
ー
ド
ル
は
高
い
。

商
店
街
の
伊
藤
博
理
事
長
は
「
ま
ず
は
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
か
ら
浸
透

さ
せ
て
い
き
た
い
」
と
、
長
期
的
な
目
線
で
実
験

に
臨
ん
で
い
る
と
話
し
て
い
た
。

久
里
浜
商
店
会（
協
）青
年
部
は
、
近
隣
の
高

台
の
住
民
を
対
象
に
、定
期
的
な
移
動
販
売
事

業
を
開
始
し
た
。
初
回
は
1
月
10
日
に
行
い
、

そ
の
後
は
毎
月
第
二
・
四
水
曜
日
を
予
定
し
て

い
る
。

商
店
会
で
は
、
す
で
に
独
居
老
人
の
安
否
確
認

と
買
い
物
弱
者
対
策
を
兼
ね
て
、
久
里
浜
台
自
治

会
と
連
携
し
た
「
く
り
は
ま
お
使
い
便
」
と
い
う

御
用
聞
き
・
配
達
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、
今
年

で
4
年
目
を
迎
え
る
。
移
動
販
売
は
、
今
ま
で
加

盟
店
と
自
治
会
会
員
と
の
売
買
に
限
定
さ
れ
て
い

た
も
の
を
、
久
里
浜
台
の
住
民
全
体
に
対
象
を
広

げ
る
こ
と
に
な
る
。

商
店
会
青
年
部
「
チ
ー
ム
黒
船
」
に
は
当
初
か

ら
湘
南
信
用
金
庫
の
職
員
が
加
わ
っ
て
お
り
、
活

動
に
協
力
し
て
い
る
。
メ
ン
バ
ー
た
ち
が
野
菜
や

鮮
魚
、
乾
物
な
ど
の
商
品
を
車
に
積
ん
で
自
治
会

駐
車
場
に
着
き
、
開
店
す
る
と
近
隣
住
民
が
続
々

と
足
を
運
ん
だ
。

お
客
様
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
歓
迎
の
声
や
具

ブ
レ
ー
メ
ン
通
り
商
店
街（
振
）は
、
昨
年
11
月

末
か
ら
今
年
の
3
月
末
に
か
け
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
の
仕
組
み
を
活
用
し
各
社
の
様
々
な
ポ

イ
ン
ト
が
商
店
街
で
使
え
る
実
証
実
験
を
行
っ
て

い
る
。
商
店
街
で
の
実
施
は
全
国
初
と
な
る
。

具
体
的
に
は
、
お
客
が
貯
め
て
い
る
各
社
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
ポ
イ
ン
ト
や
マ
イ
レ
ー
ジ
等

を
、
一
度
「
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
」
に
交
換
す
る
こ

と
で
、
商
店
街
の
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
「
ブ
レ
カ
」

の
ポ
イ
ン
ト
に
交
換
し
て
使
用
で
き
る
と
い
う
も

の
。（

例
え
ば
、「
三
井
住
友
カ
ー
ド
ポ
イ
ン
ト
」
を

貯
め
て
い
た
ら
、
そ
れ
を
「
川
崎
市
ポ
イ
ン
ト
」

J
R
戸
塚
駅
西
口
、
戸
塚
小
学
校
近
辺
と
、
国

道
1
号
線
付
近
に
点
在
す
る
商
店
で
組
織
さ
れ
て

い
る
の
が
、
戸
塚
宿
ほ
の
ぼ
の
商
和
会
で
あ
る
。

設
立
十
周
年
を
迎
え
た
。
こ
の
組
織
、
あ
る
計
画

を
き
っ
か
け
に
誕
生
し
た
。

「
戸
塚
宿
ほ
の
ぼ
の
商
和
会
」
（
横
浜
市
）

─
─ 

人
と
人
と
人
、
の
心
が
核
に
な
って
誕
生 

─
─

か
な
が
わ
商
店
街
★
地
域
情
報

★
横
須
賀
市

久
里
浜
商
店
会
青
年
部
が
、
御
用
聞
き
と
配
達

事
業
に
加
え
、
移
動
販
売
も
ス
タ
ー
ト

※�マイキー IDとは、マイナンバーカードのICチップの
中で、行政だけでなく民間も活用できる部分を使って、
行政の効率化や地域経済の活性化につながていくため
の「マイキープラットフォーム」という枠組みを利用
するためのIDのこと

★
川
崎
市

ブ
レ
ー
メ
ン
通
り
商
店
街
で
全
国
初
の
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
ポ
イ
ン
ト
連
動
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
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焙煎アトリエ coleto（川崎市高津区）

──毎日の美味しいコーヒーで、生活の一部になる──
焙煎アトリエcoleto（コレト）は梶ヶ谷駅近くの住宅地の中

にあり、すっきりとした味わいが特徴の自家焙煎のコーヒー豆
販売店だ。開店から9年目を迎え、お客に愛される店に成長し
た。
「毎日コーヒーを飲む人に、美味しいコーヒー豆を提供する

お店を目指しています」と、オーナーの原耕一郎さんが話し
てくれた。日常的にコーヒーを楽しみ、味と価格にシビアな
地域の主婦層などがリピーターになり、お店を支えてくれて
いるという。

昨今、自家焙煎のコーヒー豆販売店やカフェは珍しくない。
その中でコレトは、生産者や品種が明確な高品質の生豆を、
問屋を通さず輸入業者（インポーター）から直接仕入れてい
ることと、味わいをコントロールする焙煎技術の二点で、他
店と差別化を図っている。

さらに同店がユニークなのは、新規客を獲得するためのコ
ストをほとんど掛けないという点だ。「お客様は、自分自身で
見つけた店を気に入れば、必ずリピーターになります」原さ
んは、わざわざ来店してくれたお客を大切にする。だから通
販もしない、他所への出
店もしない。

梶ヶ谷の街に腰を落ち
着けて9年。コレトは、コ
ーヒーを飲む文化を街に
ゆっくりと根付かせてい
る。

住　　所：川崎市高津区末長1-43-15
［梶ヶ谷駅前通り振興会　所属］

電話番号：044-571-6232
営業時間：10:30〜20:00［水曜、第一木曜定休］
Ｕ Ｒ Ｌ：http://home.k08.itscom.net/coleto/

だるまや京染本店　（平塚市）

──若き洗い張り職人が営む、着物の「駆け込み寺」──
平塚駅近郊の明石商店会の一角にある、だるまや京染店は

洗い張り職人が営む呉服店だ。呉服の販売よりも着物をほど
いて洗い、新しく仕立て直す「洗い張り」に軸足を置き、サ
イズを変える仕立て直しや染み抜きなど、着物のメンテナン
ス全般を請け負っている。
「当店をお着物の駆け込み寺にしたいんです」と話すのは、

6代目の八木賢一さん。IT関係の仕事に就いていた経験を呉服
店の経営に活かして10年。WEBサイトを整備し、電話やメー
ル、LINEにいたるまで、あらゆる連絡手段に対応する。LINE
で写真を見てやりとりすることもあり、若い世代からの相談
もお手の物だ。今や地元のお客よりも、遠方の方が多く割合
を占めるようになった。

それをしっかり支えているのが、同店の高い技術だ。洗い
張りはほとんどの工程が手作業で、丁寧な伸子張り（※）で
縫い目を消し、糊入れで新品のようなハリと光沢を出してい
く。他店で断られた着物でも、洗い張りで見事に蘇らせてみ
せる。
「先日は振袖を結婚式

用の引き振袖に仕立て直
してみたら、とても喜ば
れました」賢一さんはお
客のニーズに応えなが
ら、着物文化の未来をし
っかりと見据えている。

住　　所：平塚市明石町5-7
［明石商店会　所属］

電話番号：0463-21-1411
営業時間：9:00〜18:30［水曜定休］
Ｕ Ｒ Ｌ：http://www.darumaya-gofuku.jp/

体
的
な
商
品
の
要
望
な
ど
が
多
く
寄
せ
ら
せ

た
。
商
店
会
の
森
下
守
久
理
事
長
は「
の
ぼ
り

を
作
る
な
ど
出
来
る
こ
と
か
ら
対
応
し
て
お

り
、今
後
も
さ
ら
に
改
善
を
図
っ
て
い
く
」
と

話
し
て
い
る
。

今
後
は
毎
週
2
回
の
御
用
聞
き・配
達
に
加
え
、

月
2
回
の
移
動
販
売
を
行
い
、
近
隣
住
民
の
買
い

物
支
援
を
続
け
て
い
く
。

キキララリリとと光光るる かかななががわわののおお店店★★
～他とは違うことに果敢に取り組む、挑戦心あふれるお店をご紹介します～

※�伸子張りとは、両端に針を付けた竹串のよ
うな道具「伸子」を用いて、そのしなりによ
り生地をピンと伸ばす作業のことである

移動販売のトラック（上）と、広場に集
まるお客様（右）。10時半〜正午まで
販売を行う。
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中
で
も
、
世
帯
数
の
内
訳
が
変
わ
る
。
す
で
に

2
0
0
0
年
代
初
頭
に
、
こ
れ
ま
で
主
流
だ
っ
た

「
夫
婦
と
子
」
世
帯
を
抜
い
て
「
単
身
」
世
帯
が
最

多
と
な
っ
た
。
今
後
、そ
の
差
は
ま
す
ま
す
開
く
。

そ
の
主
役
に
な
る
の
が
高
齢
者
単
身
世
帯
だ
。

多
く
の
高
齢
者
単
身
世
帯
に
ス
マ
ー
ト
ス
ピ
ー

カ
ー
が
置
か
れ
て
話
し
相
手
を
し
て
く
れ
る
―
―

そ
ん
な
茶
の
間
の
風
景
が
一
般
的
に
な
っ
た
と

き
、
店
は
ど
ん
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る

だ
ろ
う
か
。
社
会
の
成
熟
化
に
伴
い
、
人
の
暮
ら

し
の
あ
り
方
も
変
わ
る
。
私
た
ち
商
人
に
は
、
そ

の
変
化
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
人
の
暮
ら
し
の
喜

び
を
お
手
伝
い
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

変
化
を
危
機
で
は
な
く
、
チ
ャ
ン
ス
と
し
た
い
。

二
つ
の
気
に
な
る
数
字
が
あ
る
。

一
つ
は
、
米
国
の
調
査
会
社
、
フ
ォ
レ
ス
タ
ー

リ
サ
ー
チ
社
に
よ
る
米
国
に
お
け
る
音
声
認
識
人

工
知
能
（
ス
マ
ー
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
）
の
販
売
台
数

だ
。
そ
の
代
表
的
商
品
で
あ
る
「
ア
マ
ゾ
ン
・
エ

コ
ー
」
は
2
0
1
7
年
に
は
2
2
0
0
万
台
を
数

え
、
2
0
2
2
年
に
は
ス
マ
ー
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
全

体
で
1
億
6
6
2
0
万
台
が
普
及
す
る
と
い
う
。

ス
マ
ー
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
は
、
家
庭
の
中
で
実
に

さ
ま
ざ
ま
な
役
割
を
果
た
す
。
例
え
ば
、
し
て
ほ

し
い
こ
と
を
話
し
か
け
れ
ば
、
認
識
し
て
実
行
し

て
く
れ
る
。
音
楽
は
曲
名
を
告
げ
れ
ば
す
ぐ
に
か

か
り
、
家
電
製
品
の
操
作
が
ひ
と
声
で
済
む
。
昨

年
11
月
時
点
で
す
で
に
2
6
5
の
機
能
を
備
え
、

買
物
、
料
理
レ
シ
ピ
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
提
案
な
ど

日
常
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
困
り
ご

と
を
解
決
し
て
く
れ
る
と
い
う
。

最
大
の
特
徴
は
、
忘
れ
な
い
こ
と
、
進
化
す
る

こ
と
。
共
に
暮
ら
す
ほ
ど
好
み
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
を
覚
え
て
く
れ
、
先
回
り
し
て
提
案
を
し
て
く

れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
ま
で
専
門
知
識
を
持
っ

た
店
の
そ
れ
ぞ
れ
が
行
っ
て
き
た
こ
と
を
ト
ー
タ

ル
に
、
ユ
ー
ザ
ー
に
合
わ
せ
て
最
適
に
行
っ
て
く

れ
る
。

も
う
一
つ
は
、
日
本
の
世
帯
数
推
移
だ
。
国
立

社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
に
よ
る
と
、
日
本

の
総
人
口
は
2
0
1
0
年
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
今

後
1
0
0
年
間
で
1
0
0
年
前
の
水
準
へ
と
減
少

し
て
い
く
こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
変
化

は
1
0
0
0
年
単
位
で
見
て
も
類
の
な
い
極
め
て

急
激
な
減
少
で
あ
る
。

Q 今年（2018年）から所得税の配偶者控除の限度額が変わったと聞い
たのですが、どの様に変更されたのでしょうか？

A 妻がパートで年収103万円以上稼いでも満額の控除を受けられるよう
になりました。

Q いくらまで拡大されたのでしょうか？
A 150万円に拡大されました。

Q では、今年（2018年）からは103万円の壁を気にせずに年収150
万円になるまで働いても良いということでしょうか？

A いいえ、年収150万円になるまで働くと健康保険料や年金を妻自身で
加入し負担しなくてはならなくなる場合があるのでおすすめしません。

Q 1年でいくら稼いでしまうと妻は自ら社会保険に加入しなければなら
ないのでしょうか？

A 年収130万円（社員が501人以上の会社は106万円）です。

Q 現在、国民年金に加入しているのですが、厚生年金に比べて将来もら
える年金額が少ないと聞いています、何か対策はありますか？

A 節税効果のある「iDeCo」を利用して年金を上乗せするのはいかがで
しょうか？

Q 「iDeCo」（イデコ）について教えて下さい。
A 「iDeCo」とは、加入が任意の私的年金です。公的年金だけでは老後の

生活費が足りないと思われる方などが公的年金に加えて加入するものです。

Q 「iDeCo」にはどのようなメリットがあるのでしょうか？
A 以下のような3つのメリットが有ります。①掛け金全額が所得控除の

対象になります。②運用益に税金がかかりません。③受け取り際に税金
が優遇されています。

Q 賭け金全額が所得控除できるとはどのような事ですか？
A 1年間でかけた金額を年収から差し引けるので、その分の所得税と住

民税が毎年安くなります。

Q 運用益に税金がかからないとはどのような事ですか？
A 通常、金融商品の運用益には約20％の税金がかかりますが、これがか

からず再投資されます。

Q 受け取り際に税金が優遇されているとはどのような事でしょうか？
A 「iDeCo」の受取方法は年金か一時金です。年金として受け取る場合

は「公的年金等控除」、一時金の場合は「退職所得控除」を受けること
ができるので受取時に支払う税金が少なくなります。

Q 昨年（2017年）に仮想通貨を購入後、値上がりして現在含み益を抱
えています。確定申告が必要でしょうか？

A 確定申告は必要ありません。ビットコインをはじめとする仮想通貨を
売却又は使用することにより生じる利
益については、おおむね雑所得に区分
され、所得税の確定申告が必要となり
ます。しかし、含み益については、仮
想通貨の売却、使用によって生じた利
益でないので確定申告する必要があり
ません。注意するべき点は、保有する
仮想通貨と他の仮想通貨を交換した場
合の利益は、仮想通貨の使用による利
益なので確定申告が必要になります。

公認会計士・税理士・行政書士　河野貴浩　info@kono-cpa.com

日本でも昨年暮れから販売が始まったアマゾン・エコー。1万円台という手ごろ
価格で広がりつつある

繁
盛
の
ヒ
ン
ト
こ
こ
に
有
り
⑨

月
刊
商
業
界 

編
集
長
　
笹
　
井
　
清
　
範

「小さなお店の節税対策〜賢く得をするには〜」◯28
「主婦のパート103万円の壁・130万円の壁・150万円の壁」



■ ■ ■ ■
■ ■ ■ ■ 商店街 ■■

■■

7　かながわ商店街・おみせ新聞 平成30年2月号 No.369かながわ商店街・おみせ新聞　平成29年２月号　No.3665

商店街

商
店
街
を
支
援
す
る

 

商
連
か
な
が
わ
の
推
せ
ん
会
社
紹
介

【
ま
ち
と
人
と
元
気
に
す
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
街
路
灯
】

　
日
本
街
路
灯
製
造
（
株
）
東
京
支
店

 

支
店
長
　
北
田
　
俊
幸
さ
ん

逗子市池田通り商店街では、電線
地中化に伴う街路灯を新しくしまし
た。安心安全のまちづくりで防犯
カメラを街路灯に共架しています

◎
ど
ん
な
業
務
を
行
っ
て
い
る
会
社
で
す
か
？

　
照
明
灯
だ
け
で
な
く
、ア
ー
チ
・
ア
ー
ケ
ー
ド
・

サ
イ
ン
・
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ァ
ニ
チ
ャ
ー
・
カ
ラ
ー

舗
装
・
仮
設
空
間
演
出
・
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
企
画
か
ら
デ
ザ
イ
ン
、
設
計
、
製
造
、
施
工
、

維
持
管
理
ま
で
全
工
程
を
自
社
で
行
い
、
こ
だ
わ

り
の
モ
ノ
づ
く
り
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

◎ 

商
店
街
に
お
勧
め
の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り

ま
し
た
ら
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
抑
え
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
軽

減
し
、
な
お
か
つ
既
存
照
明
と
変
わ
ら
な
い
輝
度

を
備
え
た
Ｌ
Ｅ
Ｄ
は
ま
さ
に
理
想
の「
光
源
」で
す
。

　
各
所
で
急
速
な
導
入
を
は
か
る
こ
と
が
で
き
、
私

達
も
積
極
的
に
独
自
開
発
を
進
め
、
新
設
街
路
灯
の

設
計
製
造
を
は
じ
め
、
既
存
照
明
か
ら
の
交
換
を
容

易
に
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
製
品
も
各
種
ご
提
供
し
ま
す
。

　
当
会
は
、
商
店
や
商
店
街
（
会
員
）
の
店
舗
や
共
同
施
設
の
整
備
、
サ
ー
ビ
ス
業
務
な
ど
を
安
心

し
て
受
け
ら
れ
る
企
業
を
選
定
し
推
せ
ん
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
日
本
街
路
灯
製
造
（
株
）
と
（
株
）

日
米
ア
ー
ト
ム
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

湯河原駅前駅前明店街では、既設
片流アーケードを撤去して街路灯を
新設しました。商店街名を柱に表示
してLED光源による投光照明です。
近い将来、電線地中化されます

◎ 

同
時
に
、
個
店
の
お
勧
め
の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス

が
あ
り
ま
し
た
ら
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
個
店
で
も
使
え
る
自
立
型
ス
タ
ン
ド
付
き
ソ
ー

ラ
ー
街
路
灯
な
ど
も
有
り
ま
す
。
災
害
時
に
便
利

だ
と
思
い
ま
す
。

◎
最
後
に
読
者
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ど
う
ぞ
。

　
当
社
は
「
あ
か
り
実
験
室
」
を
愛
知
県
の
豊
明

工
場
に
設
置
し
、
専
門
技
術
者
に
よ
る
研
究
を
行

っ
て
い
ま
す
。
あ
か
り
を
体
感
で
き
る
全
国
唯
一

の
施
設
で
す
の
で
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
本
街
路
灯
製
造
株
式
会
社
　
東
京
支
店

担
当
者
：
支
店
長

　
北
田

　
俊
幸

住
　
所
：
東
京
都
品
川
区
北
品
川
３

－

６

－

１

電
　
話
：
０ 

３

－

３
４
７
１

－

６
８
４
２

【
ア
ー
ケ
ー
ド
は
人
と
街
の
架
け
橋
】

　
株
式
会
社
日
米
ア
ー
ト
ム

 

営
業
部

　
技
術
営
業
課

　
舩
岡

　
靖
一
さ
ん横浜橋通商店街（協）

◎
ど
の
よ
う
な
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
か
？

　
弊
社
は
、
商
店
街
の
ア
ー
ケ
ー
ド
を
は
じ
め
と

す
る
街
路
灯
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
等
の
共
同
施
設
の
企

画
、
設
計
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
等
を
ご
提
供
す
る
会

社
で
す
。

　
街
づ
く
り
の
総
合
的
な
計
画
、設
計
か
ら
施
工
、

管
理
、
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
ま
で
の
ト
ー
タ
ル
サ

ー
ビ
ス
の
ご
提
供
を
行
い
、
全
国
各
地
の
街
で
環

境
整
備
事
業
を
お
手
伝
い
し
て
い
き
ま
す
。

◎
こ
こ
最
近
の
実
績
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
横
浜
橋
通
商
店
街
（
協
）
な
ど
、
日
本
各
地
で

ア
ー
ケ
ー
ド
の
改
修
工
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
施
工
例
を
弊
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http 

：//
w

w
w

.nichibei.gr.jp/

）
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

◎ 
商
店
街
に
お
勧
め
の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り

ま
し
た
ら
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
ポ
リ
カ
ー
ボ
ネ
ー
ト
材
を
使
用
し
た
ア
ー
ケ
ー

ド
屋
根
の
貼
替
え
工
事
を
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。

表
面
処
理
技
術
に
よ
り
親
水
防
汚
タ
イ
プ
と
な
っ

て
お
り
、
従
来
品
に
比
べ
て
汚
れ
に
対
し
て
高
い

耐
性
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。

　
屋
根
・
天
井
の
改
修
に
よ
り
ア
ー
ケ
ー
ド
の
あ

る
商
空
間
を
明
る
く
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
こ
と
が

可
能
で
す
。

　
安
全
性
に
つ
い
て
の
社
会
的
要
求
が
高
く
な
っ

て
い
る
現
在
、
工
事
品
質
は
も
と
よ
り
確
実
に
工

事
を
完
了
さ
せ
る
こ
と
で
お
役
様
の
お
役
に
立
つ

よ
う
に
研
究
を
重
ね
て
お
り
ま
す
。

衣笠仲通り商店街（協）

◎
最
後
に
読
者
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ど
う
ぞ
。

　
安
心
・
安
全
は
も
と
よ
り
お
買
い
物
を
楽
し
ん

で
回
遊
で
き
る
商
空
間
づ
く
り
を
お
手
伝
い
し
て

い
ま
す
。

　
お
客
様
の
事
情
に
マ
ッ
チ
し
た
防
犯
カ
メ
ラ
工

事
、イ
ベ
ン
ト
対
応
を
想
定
し
た
音
響
設
備
工
事
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
と
地
域
へ
の
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
の
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
基
地
局
整
備
、
等
。

　
ア
ー
ケ
ー
ド
建
設
事
業
を
中
心
と
し
て
、
商
店

街
が
魅
力
あ
る
街
づ
く
り
を
進
め
集
客
力
の
向
上

を
図
る
た
め
の
お
手
伝
い
を
進
め
て
い
ま
す
。

株
式
会
社
日
米
ア
ー
ト
ム

代
表
者
：
代
表
取
締
役
社
長

　
金
子
武
弘

住
　
所
：
東
京
都
新
宿
区
箪
笥
町
35

電
　
話
：
０ 

３

－

３
２
６
０

－

５
１
３
１（
営
業
）

商
連
か
な
が
わ
の

推
せ
ん
会
社

・
道
路
・
駐
車
場
整
備
　
前
田
道
路

・
印
刷

　
ポ
ー
ト
サ
イ
ド
印
刷

・
街
路
灯
　
日
本
街
路
灯
製
造

・
ア
ー
ケ
ー
ド

　
日
米
ア
ー
ト
ム

株
式
会
社
日
米
ア
ー
ト
ム

営
業
部
　
技
術
営
業
課
　
舩
岡
　
靖
一
さ
ん

株
式
会
社
日
米
ア
ー
ト
ム

代
表
者
：
代
表
取
締
役
社
長
　
金
子
　
武
弘

住
　
所
：
東
京
都
新
宿
区
箪
笥
町
35

電
　
話
：
0
3

−

3
2
6
0

−

5
1
3
1（
営
業
）

逗子市池田通り商店会では、電線
地中化に伴う街路灯を新しくしまし
た。安心安全のまちづくりで防犯
カメラを街路灯に共架しています

湯河原駅前通り明店街では、既設
片流アーケードを撤去して街路灯を
新設しました。商店街名を柱に表示
してLED光源による投光照明です。
近い将来、電線地中化されます
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■募集代理店…………………………………………………………
エムエスティ保険サービス株式会社 職域保険相談部
〒163-1537 東京都新宿区西新宿1-6-1 新宿エルタワー
フリーダイヤル 0120-332-431
■共同募集代理店……………………………………………………
株式会社仲亀
〒220-0005 神奈川県横浜市西区南幸2-20-15-505
フリーダイヤル 0120-101-718

か
な
が
わ
商
店
街
大
賞
も
今
回
で
6
回
目
と
な

り
、
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
商
店
街
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
商
店
街
に
名
称
を
付
け
ブ
ラ

ン
ド
化
し
た
伊
勢
原
駅
前
中
央
商
店
会
を
始
め
、

従
来
の
や
り
方
で
は
な
い
新
し
い
手
法
が
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。

地
域
情
報
で
お
伝
え
し
た
ブ
レ
ー
メ
ン
通
り
や

久
里
浜
商
店
会
の
取
り
組
み
も
時
代
の
流
れ
を
つ

か
ん
だ
独
創
的
な
も
の
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
本

紙
で
は
、
県
内
の
商
店
街
の
皆
さ
ん
の
参
考
に
な

る
よ
う
な
事
例
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
知

り
た
い
テ
ー
マ
や
商
店
街
の
事
例
な
ど
あ
り
ま
し

た
ら
、
ぜ
ひ
事
務
局
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

2 月 7 日、商連かながわは、湯河原のニュ
ーウェルシティ湯河原において平成29年度商
店街情報交流会及び地域交流会を開催した。
講師には元髙島屋玉川店のお客様相談室長
を務めたK.コム.トレードの川合健三氏を
招いて、昨今増えているお客様のクレームへ
の対応技術について、具体的に話していただ
いた。

［講演のポイント］
・悪質クレーム（迷惑行為）の実態調査では「毅然
と対応した」は ２割。現場での対応に皆が苦慮
している。
・自分の第一印象だけで「悪質クレーマー」だと
判断するのは性急。こちらの言い分を主張する
前に、まずは「お客様」の言い分を否定せずに、
疑わずに「聴き取る」ようにすること。もし「悪
質クレーマー」であるなら、その証拠を掴む。
相手の要求を確認し、後日回答する。

お客様とクレーマーの違いを見分けて上手な接客を
情報交流会及び地域交流会を開催

『
座
間
市
の
商
業
環
境
を
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
ま

す
か
？
』

座
間
市
に
は
、大
型
の
商
業
施
設
な
ど
が
少
な
く
、

住
民
が
買
い
物
を
す
る
時
に
周
辺
都
市
へ
流
出
し
て

し
ま
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
今
年
の
春
に
は
日
産
工
場
跡
地
に
イ
オ
ン

モ
ー
ル
座
間
が
出
店
す
る
の
で
、
若
い
世
代
の
市
外

流
出
は
防
げ
る
の
で
は
と
考
え
て
い
ま
す
。
中
小
店

は
影
響
を
受
け
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
近
隣
の
お

店
に
は
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
い
ま
す
。

『
商
店
街
は
ど
ん
な
環
境
に
あ
り
ま
す
か
？
』

相
武
台
前
や
相
模
が
丘
駅
周
辺
の
商
店
街
は
イ
ベ

ン
ト
を
多
く
開
催
し
、活
発
に
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

た
だ
し
市
商
連
の
会
員
店
舗
数
は
、
10
年
前
の
九
百

店
か
ら
、
現
在
の
五
百
店
弱
と
ほ
ぼ
半
数
ほ
ど
に
減

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
各
商
店
街
の
規
模
が
ど
ん
ど

ん
小
さ
く
な
っ
て
い
ま
す
。

生
鮮
食
品
な
ど
の
物
販
店
が
減
っ
て
い
る
の
も
大

き
な
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

『
最
近
注
目
し
て
い
る
事
を
教
え
て
く
だ
さ
い
』

私
と
し
て
は
、
規
模
の
小
さ
い
商
店
街
が
元
気
に

な
る
よ
う
、
市
商
連
主
催
の
活
性
化
事
業
を
実
現
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
市
内
を
巡
る
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
や
ま
ち
ゼ
ミ
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

座
間
市
は
商
店
街
の
イ
ベ
ン
ト
支
援
も
充
実
し
て
い

る
の
で
、
体
制
を
つ
く
っ
て
、
小
さ
な
商
店
街
の
支

援
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

神奈川県は「子ども・子育て支援推進条例」に基づき、子ど
も・子育て支援活動のモデルとなる実践的な活動をする企業・
団体等を表彰している。第11回目となる今回は、応募団体
18団体の中から、座間市の相武台南口商店会（戸津　信義会
長）が最も高い評価を受け「かながわ子ども･子育て支援大賞」
を受賞した。

相武台南口商店会は、地元小学校の児童と商店会会員をメ
ンバーにして「ひまわりクラブ」を2004年に結成している。
ひまわりの種まきから収穫に至る作業を年間を通じて共同で
行ったり、収穫後は、菓子・飲料・和紙づくりなど子ども達
のアイディアを活かしたひまわりの活用や絵画展などを行
い、活動を14年間も継続している。その実績がモデルとな
る実践的な活動として高く評価された。

相武台南口商店会が
「かながわ子ども・子育て支援大賞」

を受賞

子ども・子育て支援活動のモデルに

編
　集
　後
　記

『
リ
ー
ダ
ー
の
横
顔
』

各
商
連
の
新
会
長
に
聞
く

内藤　和美
会長

（座間市商店会連合会）


